
２０２３年度 

あらぐさ後援会総会報告 
 

開催日時 ２０２３年７月１日（土）午前 10時～12時 15分 

場  所 障害福祉センターあらぐさ １階ホール 

 

2022年度事業報告・決算報告・監査報告   

１ 2022年度 事業報告 

あらぐさ後援会では、3つの専門部(事業部・広報部・組織部)を中心として、あらぐさ福祉会の 

事業への支援と、「誰もが安心して暮らし続けることができる地域づくり」を支援することを目的と

して、次の活動を展開しています。 

 

１．後援会イベント「みんなおいでよーあらぐさひろば」について 

 これまで、地域交流イベントとして、後援会役員、構成員の総力を結集して「みんなおいでよーあ

らぐさひろば」を開催してきました。しかし 2021年度以降、新型コロナウイルス感染予防の観点か

ら開催を見合わせています。 

「あらぐさひろば」は、あらぐさ福祉会の事業と、誰もが暮らしやすいまちづくりを応援する個

人、団体が集まってつくる参加型のイベントをめざし、地域の諸団体に参加を呼びかけてきました。 

以前は京都イブニングロータリークラブ、長岡京金管アンサンブル「筍」、京都西山短期大学仏教

学科学生、向日が丘支援学校分会、和太鼓でんでん、村上フラスタジオのみなさん、「ひまわり保育

園」をつくる会、乙訓不登校を考える親の会大地、青年サークル「げんごろう」、ぱんだ企画、あら

ぐさ会、あらぐさ福祉会職員、計１２団体の参加を得て、開催していました。 

 

２．事業部活動 

（１）あらぐさ支援募金の取り組み 

  後援会の入会の呼びかけとともに、支援募金も引き続き行いました。個人、会社、医院、商店か

らの募金のほか、あらぐさ利用者と職員とで構成している「ぱんだ企画」からも、年間に数回取り

組んだ応援グッズ販売活動の売上げを募金していただきました。 

募金件数は 270件（前年度は 299件）、支援募金額は 85万 6737円（前年度は 105万 942円）に

なりました。 

2011 年度より取り組んでいるあらぐさ支援募金は、多くの支援者のご協力をいただき、あらぐ

さ福祉会へ施設整備支援の寄付を続けています。その累計総額は後援会会計からの寄付（2010 年
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より）と合わせると、2022年度までで、17,685,363円に達しました。 

（２）「～みんなおいでよ あらぐさ（アートな）リモートひろば」の企画、実施について 

  あらぐさ通信誌上で、「リモートひろば」を企画しました。今回はアート作品の募集と自主製品

で構成された福引きの抽選会を実施しました。地域の方や他事業所からの作品も多数寄せられ、

合わせて 41 名の参加があり、あらぐさ通信 115 号に掲載しました。作品のディテールを伝える為

にカラー印刷で 8 ページの構成となりました。福引きについては後日、抽選を実施し、賞品を発

送しています。今回も双方向な交流の企画として、会員の皆さんに趣旨が支持されたものと思い

ます。この様な企画を通じて、コロナ禍で直接の交流が難しい中でも、会員の皆さんとの繋がり

を維持していけたらと願っています。 

 

３．広報部活動 

１）「あらぐさ通信」を計画通り、定期的に発行しました。 

（１）編集会議（6 回開催）で企画を立て協議しながら、6 月、9 月、1 月に 3 回発行（№１１２～

１１４）しました。また、きょうされん国会請願署名用紙なども同封しました。 

（２）通信の紙面は、通信編集委員の皆さんにより、企画や取材、原稿依頼をし、作成しています。

印刷や住所のラベル貼り、封入作業については、引き続き、障害福祉センターあらぐさ利用者の

皆さんに仕事として発注し、発送作業を担っていただいています。 

（３）通信の内容は、表紙で利用者さんのスナップ写真、利用者さんの地域生活（３名の方に登場頂

きました）、あらぐさと私（職員 2名）、リモート「アートな」ひろば、法人からの報告（決算報

告等）、各グループからの報告、作品の紹介（グループ別）、作品展の告知などでした。 

写真や記事内容に含まれる個人情報については、慎重に確認しながら掲載しています。 

２）あらぐさのホームページ（http://www.aragusa-fukushi.jp）で、通信のバックナンバーを 

閲覧できます。 

 

４．組織部活動 

 2022年度の会員数は３８６団体個人（前年度、４２８団体個人）、会費合計５７万３千円（前年度

６７万円）でした。多くのみなさんに支えて頂きました。 
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２  2022年度あらぐさ後援会決算報告及び監査報告  
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2023年度事業計画・予算案 

 

１ 2023年度 事業計画 

あらぐさ後援会では、無認可共同作業所の立ち上げに込められた思いと、法人の理念の実現を支

える為に、今年度も地域に発信していく役割の一翼を担っていきたいと考えています。 

今年度も、3つの専門部(事業部・広報部・組織部)を中心として、あらぐさ福祉会の事業へのさら

なる支援と、誰もが安心して暮らし続けることができる地域づくりを支援することを目的として、

次の活動を展開します。 

 

１．第８回「みんなおいでよーあらぐさひろば」を開催します 

 

  日程  ２０２３年１０月７日（土）  場所  障害福祉センターあらぐさ敷地内 

 

 後援会会員のみなさんと周辺地域住民の方々をおもてなしする行事として、「みんなおいでよーあ

らぐさひろば」を開催します。「障害を持っている人たち、お年寄りや子どもたちにとって住みやす

い街は、誰にとっても住みやすい街になるはず」という思いをもとに、地域の諸団体に参加を呼び

かけ、共に楽しい「あらぐさひろば」をつくります。 

 会場においては、新型コロナ感染予防に配慮して、開催時間や企画内容、コーナー配置など慎重

に検討していきます。 

   

２．事業部活動 

（１）あらぐさ支援募金の取り組み 

「くらしの場」づくりの施設整備を支援するため、恒常的に支援をすることを目的に、 

「あらぐさ支援募金」を訴えます。 

       あらぐさ支援募金  1 口      1,000 円 

       今年度目標額              90 万円 

（２）後援会独自の資金づくりの取り組み 

  後援会独自で物品販売等に取り組み、地域に支援を発信します。 

 

３．広報部活動 

編集会議（広報部役員と会員による編集委員）で協議し、あらぐさ通信を定期的に発行します。 

（１）「あらぐさ通信」は、あらぐさ福祉会と協力して編集・発行します。後援会の活動を紹介し 

後援会員を結ぶ機関誌として、また、あらぐさの事業や実践を広く市民の方々に知っていただ

くための広報誌（情報誌）としての役割を果たしていきます。 

（２）あらぐさ後援会員の感想を把握しながら、あらぐさの活動、地域での生活、後援会活動、 

障害者運動などを分かりやすく発信します。 

（３）発行計画 
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 ・体裁等 A４ 横書き 8 ページ建て 必要に応じて「付録」を利用する 

 ・発行部数／印刷  1,100 部  印刷と発送作業を障害福祉センターあらぐさに委託する 

 ・第 3 種郵便物で発送する   ・年間計画 年 3 回（6・10・2 月頃） 

（４）年間の企画 

 ・利用者さんの地域での生活 ・あらぐさと私  ・作品紹介         

・障害者運動の動向  ・後援会活動  ・グループ活動の紹介 ・法人報告 など   

 

４．組織部活動 

会員ならびに支援募金の協力者を合わせて、５００名を目標にめざします。 

地域の諸団体と日常的な交流を図りながら、「あらぐさ通信」の読者を広め、入会者を増やしてい

くような活動をつくっていきます。 

 

 

２  2023年度 あらぐさ後援会 予算書 

 

自：２０２３年４月１日  至：２０２４年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入 支出 

前年度繰越金 121,828 あらぐさ通信経費 200,000   

会費収入     600,000 事業費 250,000 

事業収入 100,000 事務費 100,000 

  予備費    121,828 

  あらぐさ福祉会へ寄付   150,000 

計     821,828     計     821,828 
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 2023 年度 あらぐさ後援会 役員選出  

 

（敬称略 ・五十音順） 

 

会  長  野々下  靖 子 

副 会 長  中 川  千津子 

 同    増 田  康 夫 

事務局長  松 村    誠 

会  計  安 武  真 理 

役  員  伊地知  有 華 

 同    岡 田  利代子 

 同    西 井  美千代 

  同       真  殿  尊 子 

同    三 谷  文 菜 

 同    宮 本  靖 子 

                                     

 

会計監査  岩 﨑  京 子 

 同    内 藤  敬 子 
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おわりに 

あらぐさ福祉会と共に歩んで来た「あらぐさ後援会」ですが、これまでの１８年の歩みを 

年表にまとめています。ぜひ、ご一読下さい。 

 

2005 年 7 月 30 日 「あらぐさの法人化を実現する会」総会にて、会を発展的に解

消し、「あらぐさ後援会」として引き継ぐことが提案され、全会

一致で決定される。新役員１７名でスタート。 

 

2006 年７月 29 日（土） 2006 年度総会。激しい雨の中、１９名の出席。 

竹防御のフェンスとトランスの保護ネット整備費補助と行事

用テントを寄贈する。新役員１５名。 

450 会員 

13団体 437個人 

 

2006 年 10 月 14 日（土） 「第 2 回あらぐさ秋まつり」にて、後援会よりうどんの模擬店

を出店する。 

2006 年 10 月 31 日（火） 「出直してよ！『障害者自立支援法』１０・31 大フォーラム」

（於：東京）に、後援会より 4 名が参加する。 

2007 年１月 21 日（日） 障害福祉センターあらぐさ 1 階ホールにて学習会を開催する。 

「障害者自立支援法の実際と活用～わたしたちはどうのぞむ

のか」峰島 厚（立命館大学教授）の講演 

2007 年 7 月 22 日（日） 

 

2007 年度総会 

新役員 18 名 

462 会員 

12団体 450個人 

 2007 年 10 月 13 日（土） 「第 3 回あらぐさ秋まつり」にて、後援会よりうどんの模擬店

を出店する（150 食）。 

2007 年 10 月 30 日（火） 「10・30 全国大フォーラム今こそ変えよう『障害者自立支援

法』」（於：東京）に、後援会より 4 名が参加する。 

2008 年 6 月 7 日（土） 

 

映画と、明るい未来を語るつどい～地域で豊かに暮らし続ける

ために～きょうされん 30 周年記念映画上映「ふるさとをくだ

さい」 

70 名の参加（於：あらぐさホール） 

420 会員 

15団体 405個人 

2008 年 7 月 26 日 2008 年度総会 餅つき用の臼・杵一式と紅白幕を寄贈する。 

新役員 17 名 

2008 年 10 月 18 日（土） 「第 4 回あらぐさ秋まつり」 

 

2009 年 6 月 20 日（土） きょうされん映画「ふるさとをください」を向日市民会館市民

ホールで上映する。 
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2009 年 9 月 13 日（日） 2009 年度総会       ・新役員 13 名 417 会員 

18団体 399個人 

2010 年 2 月 14 日（日） 長岡京市産業文化会館 1階にて ～あらぐさの新たな挑戦！～ 

「集合型ケアホーム」の建設をめざすあらぐさ学習会を開催。 

 

2010 年 4 月 18 日（日） 2010 年度総会 

特別基金から 1800 万円を集合型ケアホーム建設支援のため寄

付。あらぐさ集合型ケアホーム建設支援委員会を立ち上げる。

会員数の目標 1000 名を掲げる。  ・新役員 13 名 

 

423 会員 

13団体 410個人 

686 会員 

29団体 657個人 

 

寄付金 800,000

円 

 

2010 年 6 月 19 日 「あらぐさ集合型ケアホーム」建設をめざすみんなのつどい 

建設資金 3000 万円募金よびかける。 

アトリエ畔で支援絵画展・創作展を開催する。 

2010 年 12 月末 建設支援募金 2400 万円を超える 

2011 年 6 月 12 日（日） 1 部 2011 年度総会 

2 部 学習会 訪問の家 田崎憲一氏による講演 

「障害の重い人達の地域での生活づくり」 

支援募金活動の報告     ・スタートイベント 

・ご持参、振込などによる寄付・募金（1085 個人団体） 

・街頭募金（13 回）   ・募金箱（25 箇所） 

・支援募金協力の訴え（21 箇所・団体） 

・後援会物品販売（みかん・豆・黒砂糖など） 

・家族、利用者、職員、他団体などによるバザー、支援グッズ

販売、イベント出店による収益の寄付  ・新役員 19 名 

建設支援募金 

計 28,299,483

円 

 

 

 

559 会員 

20団体 539個人 

寄付金 400,000

円 

募金 2,390,746

円 

2012 年 4 月 21 日 

 

2012 年度総会     ・新役員 19 名 

・あらぐさ支援募金、後援会会計より寄付  

492 会員 

18団体 474個人 

 

 

 

 

寄付金 200,000

円 

募金 1,405,985

円 

2012 年 6 月 23 日（土） あらぐさカミングデー 

ケアホームいろどり・あらぐさの見学会 

2012 年 10 月 28 日（日） 後援会が主催の 

「第 1 回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

2013 年 4 月 20 日（土） 

 

2013 年度総会 ・法人に寄付 ・新役員 18 名 

第 2 部 「通信に見るあらぐさの歩み」 
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あらぐさ通信で歴史を振り返るスライドショーを上映する。  

 

寄付金 250,000

円 

募金 1,272,000

円 

2013 年 10 月 27 日（日） 「第 2 回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

地域の名産品を盛り込んだ福引きが好評を得る。 

台風一過の好天に恵まれる。 

2014 年 6 月 21 日 2014 年度総会        ・新役員 13 名 

第 2 部 「障害福祉センターあらぐさの活動紹介」 

各フロア、グループの近況をスライドショーで上映する。 

 

 

 

寄付金 350,000

円 

募金 986,952 円 

2014 年 10 月 26 日（日） 「第 3 回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

 

2015 年 4 月 25 日（土） 2015 年度総会        ・新役員 13 名 

第 2 部 「障害福祉センターあらぐさの活動紹介」 

各フロア、グループの近況をスライドショーで上映する。 

 

 

 

寄付金 20,0000

円 

募金 1,117,614

円 

2015 年 10 月 25 日（日） 「第４回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

 

2016 年 4 月 2016 年度総会 

 

 

 

 

寄付金 3000,00

円 

募金 844,666 円 

2016 年 10 月 23 日（日） 「第５回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

ホールでのステージ発表を中心とした内容にリニューアルす

る。 

2017 年 6 月 3 日（土） 2017 年度総会 

第 2 部講演「ハンセン病問題からみる人間の尊厳」を開催する。 

 

給食ワゴン代と

して 12 万円を

寄付 

募金 961,979 円 

2017 年 10 月 29 日（日） 「第 6 回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

悪天候の中、多くの来場者に支えられ、無事に終了する。 

2018 年 5 月 12 日（土） 2018 年度総会 

第 2 部 出前ミーティング開催。テーマは「誰もが共に自分ら

しく暮らす長岡京市障がい者基本条例」について。 

 

 

 

 

寄付金 150,000

円 

募金 1,058,644

円 

2018 年 10 月 13 日（土） 「第 7 回 みんなおいでよー あらぐさひろば」を開催する。 

多くの来場者に支えられ、盛況に終了する。ステージ発表では、

こども達のフラダンスがとても好評でした。 
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2019 年 5 月 11 日（月） 2019 年度総会          ・新役員 13 名 

第 2部 東日本大震災下の障害者を描いた、きょうされん 40周

年記念映画「星に語りて」～starry sky～を、法人との共催で

上映する。 

 

 

寄付金 100,000

円 

募金 1,121,105

円 

2020 年 6 月 総会の開催を見送り、通信で付録として議案を送付する。 

ひろばの予算を活用して、リモートひろばを通信誌上で展開す

る。自主製品の買い物補助券を配布する。 

 

寄付金 250,000

円 

募金 1,117,993

円     

2021 年 6 月 総会の開催は見送り、議案書を送付する。リモート広場の企画

としてクロスワードパズルを掲載し好評を得る。応募はがきの

コメント欄に沢山のメッセージが寄せられ、紙面に掲載する。 

 

寄付金 250,000

円   募金

1,050,942 円    

2022 年 6 月 4 日 2 年ぶりに総会を開催する。2 部ではこれまでの後援会の歩み

をスライドで紹介する。リモート広場の企画として、アート作

品を募り、あらぐさ自主製品による福引も実施する。 

寄付金 250,000

円 

募金 856,737

円 

 

            ※ 寄付金＝後援会会計からの寄付 募金＝あらぐさ支援募金 

 

 

 

 


